
 
 
 
 
 
 
 

【自主 敬愛 勇健】 ～生徒が自信をもって生き生きと活動する学校～  

＜第 57回秋桜祭の様子から③＞～心に響く素敵な合唱をありがとうございました～ 

 今年度の合唱コンクールは、秋桜祭の１日目に開催しました。どの学級もどの学年も、ホールに響き

渡る素晴らしい合唱を披露してくれました。私は皆さんの練習する様子を見てきましたが、日に日に

上手になっていく合唱に心を打たれてきました。練習の成果が十分に発揮された合唱であったと思い

ます。合唱を聴いていたら、生徒の皆さんが一生懸命に練習に励んでいる姿が蘇って、胸が熱くなっ

てしまいました。それと同時に、休み時間に人目も気にせずに生徒玄関前で練習している姿や歩きな

がら歌を歌っている姿、朝早くから音楽室で練習している姿が鮮明に思い出され、涙が止まらなくな

ってしまいました。一人一人のもつ声質が重なって一つになると、聴いている人を魅了する美しいハ

ーモニーを創り出すことを、皆さんの合唱を聴いて実感できました。皆さんの合唱は、私に限らず、

聴いている全員に感動を与えてくれたと思います。ありがとうございました。 

審査員の先生方はお二人とも、全校合唱の素晴らしさを褒めてくださり、とても嬉しかったです。 

合唱コンクールを迎えるまで、皆さんは、様々な課題

を仲間とともに乗り越えてきました。そのことは仲間と

の絆や団結力の向上に確かにつながっています。これか

らも、高まった力を学校生活で大いに発揮してくれるこ

とを期待しています。 

合唱コンクールには、多くの保護者の皆様にご鑑賞いただき、心温まる盛大な拍手で盛り上げてい

ただきました。お忙しい中、ご都合をつけてご来場いただきまして、誠にありがとうございました。

コンクールですので、賞はついてしまいましたが、賞の優劣よりも、生徒の今までの頑張りを褒めて

いただきたいと思います。 

※今まで勤務してきた学校では、ＰＴＡ合唱や職員合唱が必ずコンクールの中に組み込まれていました。練習時間が

確保できないので、各自ＣＤを使って個人練習をし、２回～３回程度全体で合わせ、当日を迎えていました。私は

車の中で、何度もリピートして練習し、音程と歌詞を覚えるのにとても苦労していました。コンクールを盛り上げ

るためなら、そのような機会があってもいいなと思っています。 
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■とても爽やかで素敵な歌声です。ハーモニーもバランスも良く、聴き手の心を優しくしてくれる合唱でした。 

丸子北中学校の文化として、これからも変わることなく大切にしてください。 

■「これから合唱コンクールが始まる」と、ワクワクさせてくれる歌声でした。このホールで歌えることは何回

もあることではないと思いますが、皆さんの合唱コンクールを盛り上げようとする気持ちが本当によく出てい

る歌声でした。とても素敵でした。 

 

１学年合唱 「カイト」 ２学年合唱 「あとひとつ」 

３学年合唱 「僕のこと」 全校合唱 「変わらないもの」 

＜合唱コンクールの結果＞ 

○金賞：１年３組、２年３組、３年１組 

○銀賞：１年１組、１年２組、２年１組 

２年２組、３年２組、３年３組 


